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四
つ
の
瀬
戸
と
三
つ
の
湾

能
登
半
島
の
中
央
部
に
位
置
す

る
七
尾
湾
。
能
登
島
を
囲
む
よ
う

に
広
が
る
七
尾
湾
は
、
四
つ
の
狭

い
海
峡
「
瀬
戸
」
に
よ
っ
て
三
つ

の
湾
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
、
四
つ
の
「
瀬
戸
」
の
中

で
も
、
最
も
海
が
狭
く
な
っ
て
い

る
場
所
は
、
七
尾
北
湾
と
七
尾
西

湾
を
区
切
っ
て
い
る
「
三
ヶ
口
瀬

戸
」
で
あ
る
。

「
三
ヶ
口
瀬
戸
」
の
「
三サ

ン

ヶガ

」

と
は
、
通
、
田
尻
、
久
木
の
こ
と

で
、
こ
の
集
落
が
密
接
な
関
係
で

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

た
。春

の
陽
気
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

三
ヶ
口
瀬
戸
へ
出
か
け
る
こ
と
に

し
た
。

気
持
ち
の
い
い
青
空
が
広
が
っ

て
い
た
の
だ
が
、
風
が
強
く
船
が

出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
車
で
向
か

う
こ
と
に
し
た
。
七
尾
湾
は
、
春

と
秋
に
は
よ
く
風
が
吹
く
。
こ
の

こ
と
で
、
春
と
秋
に
は
湾
に
浮
か

ぶ
ヨ
ッ
ト
の
姿
を
多
く
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と

優
雅
な
曲
線
を
描
く
能
登
島
大

橋
を
渡
り
、
最
初
の
信
号
を
左
折

す
る
と
、
道
路
は
木
々
の
間
を
走

る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
道
の
両

側
に
農
地
が
広
が
り
、
二
本
の
橋
き
ょ
う

脚
き
ゃ
く

が
木
々
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る

よ
う
に
な
る
。
中
能
登
農
道
橋
、

通
称

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と

で
あ
る
。

平
成
11
年
に
開
通
し
た
こ
の
橋

は
、
長
さ
６
２
０
ｍ
、
幅
８
ｍ
の

斜し
ゃ

張
ち
ょ
う

橋
き
ょ
う

で
、
能
登
島
通
町
と
中
島

町
長
浦
を
結
ん
で
い
る
。

こ
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
周
辺

は
、
能
登
半
島
国
定
公
園
の
保
護

区
と
な
っ
て
お
り
、
複
数
の
橋
脚

を
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、周
辺
の
浅
瀬
を
利
用
し
て
、

特
徴
的
な
二
本
の
橋
脚
が
建
て
ら

れ
た
。

晴
れ
た
日
に
こ
の
橋
を
渡
る

と
、
な
ぜ
か
、
い
つ
も
す
が
す
が

し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。

橋
を
渡
り
、
長
浦
う
る
お
い
公

園
に
車
を
止
め
、

ツ
イ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
の
と

を
歩
い
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

こ
の
公
園
に
は
、
展
望
台
が
あ

り
、

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と



の
美
し
い
姿
を
能
登
島
を
バ
ッ
ク

に
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

橋
の
上
へ
で
る
と
、
か
な
り
風

が
強
か
っ
た
の
だ
が
、
運
良
く
立

山
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

北
湾
と
西
湾
の
境
界
に
な
っ
て

い
る
「
通と

お

り
鼻は

な

」（
能
登
島
通
町
）

と
「
茂も

崎さ
き

」
（
中
島
町
長
浦
）
の

距
離
は
４
０
０
ｍ
程
で
あ
ろ
う
か

か
な
り
近
く
見
え
る
。

橋
上
か
ら
真
下
の
海
を
眺
め
る

と
、
海
が
緑
色
に
見
え
、
か
な
り

深
い
こ
と
が
わ
か
る
。

中
島
町
史
に
は
、
こ
の
深
い
海

に
つ
い
て「
ア
オ
イ
の
下
の
大
亀
」

と
い
う
民
話
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
民
話
に
よ
る
と
、
三
ヶ
口

瀬
戸
の
海
の
深
さ
は
33
尋ヒ

ロ

（
約
60

ｍ
）
も
あ
り
、
大
き
な
海
亀
が
住

ん
で
い
た
。
こ
の
深
所
を
ア
オ
イ

の
下
と
い
い
、
干
ば
つ
の
時
に
、

笠
師
保
の
大
覚
寺
の
住
職
が
、
雨

乞
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
酒
樽
を
海
に
流
す
と
亀

が
浮
上
し
て
き
て
、
酒
を
一
気
に

飲
ん
で
帰
っ
て
い
き
、
２
、
３
日

も
す
る
と
雨
が
降
っ
た
と
い
う
。

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と

の

架
か
る
三
ヶ
口
瀬
戸
は
、湾
内
で
、

最
も
狭
い
場
所
で
あ
る
た
め
、
干

満
に
よ
る
潮
の
流
れ
が
速
く
海
の

底
が
削
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

60
ｍ
は
大
げ
さ
な
気
も
す
る
が
、

か
な
り
深
い
場
所
も
あ
る
。

猿
島
と
長
者

こ
の
瀬
戸
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、

猿
島
が
浮
か
ん
で
い
る
。
こ
の
島

の
名
は
、
か
つ
て
、
対
岸
の
長
ち
ょ
う

者じ
ゃ

ヶ
鼻は

な

に
住
ん
で
い
た

長
者
（
大

金
持
ち
）

が
、
こ
の
島
ま
で
藤

で
作
っ
た
綱
を
渡
し
、
飼
っ
て
い

た
猿
を
行
き
来
さ
せ
て
い
た
こ
と

に
よ
っ
て
つ
い
た
そ
う
で
あ
る
。

（
長
者
ヶ
鼻
の
名
も
、
長
者
が
住

ん
で
い
た
こ
と
で
つ
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。）

ま
た
、
こ
の
島
に
は
色
々
な
植

物
が
生
え
て
い
る
が
、
猿
を
渡
す

綱
に
使
っ
て
し
ま
い
、
藤
だ
け
は

生
え
て
い
な
い
と
い
う
。

こ
の
長
者
が
作
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
、
島
に
は
、
石
塔
や
地
蔵

も
あ
る
。

し
か
し
、「
島
の
中
に
入
る
と
、

風
が
吹
い
て
帰
ら
れ
な
く
な
る
」

と
い
う
言
い
伝
え
な
ど
が
あ
る
不

思
議
な
島
で
あ
る
。

海
の
難
所

猿
島
の
周
辺
に
は
、
岩
礁
（
小

島
？
）や
浅
瀬
が
混
在
し
て
い
る
。

海
底
が
、
か
な
り
起
伏
に
富
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

こ
の
海
峡
は
、
航
行
す
る
船
に

は
、七
尾
湾
一
の
難
所
で
あ
ろ
う
。

こ
の
難
所
を
見
て
い
る
と
、
妖よ
う

女じ
ょ

、
ロ
ー
レ
ラ
イ
（
通
行
す
る
漁

師
を
誘
惑
し
、船
を
難
破
さ
せ
る
）

が
腰
掛
け
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西

部
を
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
の
岩
場
を

想
像
さ
せ
る
。

し
か
し
、
能
登
島
と
本
土
が
最

も
近
い
こ
の
場
所
に
は
、
か
つ
て

渡
し
舟
が
あ
り
、
往
来
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。

高
毛
の
渡
し

こ
の
、
通
と
対
岸
の
中
島
町
長

浦
の
高た

か

毛も

間
は
「
高
毛
の
渡
し
」

と
呼
ば
れ
、
渡
し
舟
が
不
定
期
で

お
客
を
渡
し
て
い
た
。

能
登
島
で
は
、大
正
末
期
ま
で
、

急
用
で
本
土
へ
渡
る
と
き
に
は
こ

の
渡
し
を
利
用
し
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
渡
し
は
、
対
岸
か
ら
呼
ぶ

と
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
距
離
な
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
渡
し
た
も
の
が
迎

え
に
行
く
と
い
う
掟
が
あ
っ
た
。

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と

が

架
か
る
今
で
は
、
渡
し
舟
の
姿
は

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
く

の
民
話
や
伝
説
が
残
る
こ
の
瀬
戸

は
、
美
し
い
神
秘
的
な
場
所
に
か

わ
り
な
い
。

こ
の
、
島
と
本
土
を
結
ぶ
大
切

な
道
を
、
次
は
ぜ
ひ
、
船
で
訪
れ

て
み
よ
う
と
思
う
。

七尾湾北湾

高毛

ツインブリッジ
のと

民話伝説の多く残る「猿島」

中島町長浦

七尾湾西湾

三
ヶ
口
瀬
戸

三
ヶ
浦
漁
港

通り鼻

能登島通町

長者ヶ鼻



現
在
、
流
通
や
保
存
方
法
の
発

達
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
食
生
活

は
豊
か
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食

材
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
食
品
の
生
産
地
か
ら

消
費
地
ま
で
の
距
離
が
離
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
農
薬
、

産
地
偽
装
表
示
な
ど
、
食
に
関
す

る
問
題
や
事
件
が
発
生
し
、
「
食

の
安
全
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
、
生
産
者
と
消
費

者
の
「
顔
が
見
え
な
い
」
関
係
か

ら
、
地
産
地
消
な
ど
に
よ
る
「
顔

の
見
え
る
」
安
心
安
全
の
食
材
が

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
「
い
き
い
き
七
尾

魚
」
や
「
能
登
牛
」
な
ど
が
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
各
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る

美
味
し
い
野
菜
や
、
機
能
性
の
優

れ
た
野
菜
、
地
域
に
適
し
た
野
菜

な
ど
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
産
地
化

を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。

「
能
登
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

昨
年
９
月
８
日
に
、
県
中
能
登

農
林
総
合
事
務
所
と
七
尾
市
、
中

能
登
町
、
能
登
わ
か
ば
農
業
協
同

組
合
、
生
産
者
に
よ
り
「
能
登
野

菜
育
成
七
尾
鹿
島
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
古
く
か
ら
栽
培

さ
れ
て
き
た
伝
統
農
産
物
「
中
島

菜
」
や
「
沢
野
ご
ぼ
う
」
、
地
域

振
興
品
目
で
あ
る
特
産
化
農
産
物

「
能
登
白
ね
ぎ
」
や
「
小
菊
か
ぼ

ち
ゃ
」
な
ど
11
品
目
を
「
能
登
野

菜
」
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
「
能
登
野
菜
」
を
、
地
域

商
標
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
観

光
や
地
産
地
消
を
推
進
し
、
さ
ら

に
、
全
国
へ
流
通
を
拡
大
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
能
登
野
菜
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
に
は
、
ま
ず
、
地
元
の
方
々

に
「
能
登
野
菜
」
の

よ
さ

を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

「
能
登
野
菜
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
能
登
野
菜
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

私
た
ち
が
、
普
通
に
食
べ
て
い
る
地
物
の
農
産
物
や
水
産
物
、
畜
産
物
、
こ
れ
ら
の
加
工
品
に
は
、
他
の

地
域
の
も
の
よ
り
美
味
し
い
も
の
や
、
他
の
地
域
に
は
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
新
た
に
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
能
登
野
菜
」
を
紹
介
し
ま
す
。

本
庁
　
農
林
課

53
―
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「
能
登
野
菜
」
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す

市
内
各
地
に
あ
る
、
生
産
者
直

売
所
な
ど
で
は
、「
能
登
野
菜
」

を
は
じ
め
と
し
た
旬
の
野
菜
や
果

物
、
花
な
ど
の
地
元
の
新
鮮
な
農

産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
づ
く
り
の
漬
物
や
惣

菜
な
ど
の
加
工
品
な
ど
も
季
節
感

た
っ
ぷ
り
に
並
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
下
さ

い
。き

っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま

す
よ
！

,「能
登
野
菜
」
の
苗
の

販
売
の
お
知
ら
せ

七
尾
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、
か

も
う
り
（
冬
瓜
）
と
金
糸
瓜
の
品

評
会
で
の
優
秀
品
の
苗
な
ど
を
栽

培
し
て
お
り
ま
す
。

販
売
時
期
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。54

―
０
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こ
れ
ま
で
は
、
食
べ
る
人
は

「
食
べ
る
だ
け
」、
作
る
人
は

「
作
る
だ
け
」
で
、
お
互
い
の

事
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
互
い
が
理
解
し
あ
え
ば

よ
り
美
味
し
く
よ
り
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
ま
す
。

「
能
登
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
食
べ
る
」

と
「
作
る
」
を
融
合
さ
せ
、
多

く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
安
心
安
全
な
食
材
と
し
て

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

野
菜
の
ソ
ム
リ
エ

Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
営
農
部

寺
西
営
農
課
長

七
尾
市
産
業
部岡

本
農
林
課
長

能
登
野
菜
を
振
興
さ
せ
る
こ

と
は
、
水
稲
単
作
の
農
業
経
営

か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
す
。

特
に
、
平
成
18
年
度
に
は
、

ネ
ギ
の
集
荷
選
別
出
荷
作
業
を

格
段
に
効
率
化
す
る
調
整
施
設

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
栽
培
面
積
を

大
幅
に
拡
大
し
て
質
・
量
と
も

に
全
国
に
誇
れ
る
「
能
登
白
ね

ぎ
」
の
生
産
地
と
し
て
の
名
を

確
立
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

「
金
糸
瓜
の
料
理
、
上
手
に

切
っ
て
あ
り
ま
す
ね
！
」
と
の

話
を
聞
き
、
地
元
産
物
や
そ
の

伝
統
料
理
を
知
っ
て
頂
く
こ
と

の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。能

登
白
ね
ぎ
、
小
菊
か
ぼ
ち

ゃ
等
の
特
産
物
や
古
く
か
ら
栽

培
さ
れ
て
き
た
中
島
菜
、
沢
野

ご
ぼ
う
等
伝
統
農
産
物
の
能
登

野
菜
に
つ
い
て
市
・
町
・
Ｊ

Ａ
・
生
産
者
と
連
携
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
産
地
拡
大
、
消
費
者

へ
の
情
報
発
信
に
お
役
に
立
ち

た
い
。

中
能
登
農
林
総
合
事
務
所

高
農
業
振
興
部
長

生産者直売所一覧
名　称 所　在　地 連絡先

灘わくわく市場 庵町笹ヶ谷内3番地1 59-1199

能登食祭市場 府中町員外13-1 52-7071

生産者直売所　わかばの里 本府中町ソ部20 54-0202

中山間ふるさと産品館 大手町135番 53-0123

長浦うるおい公園 中島町長浦ナ部111番地 66-2660

藤瀬霊水公園管理組合 中島町藤瀬19-38 66-2500

なかじまロマン峠 中島町中島二部1-19 66-2151

交流市場 能登島向田町122部14番地 84-0022

ねやフィッシングパーク 能登島閨町ロ部43-1 85-2919

松島体験農園施設 能登島野崎町89-44-31 能登島観光対策室
84-1113

和倉朝市 総湯前 毎日曜日



能登野菜育成七尾鹿島協議会選定

「能登野菜」カタログ

特産化
農産物

小菊かぼちゃ
直径15cm程度の
小さなカボチャで、
真上から見ると菊の
花に似ていることか
ら名付けられまし
た。ビタミンＣやカ
ロチンが豊富で、ほ
んのり上品な甘さと
しっかりとした肉質
が魅力です。
立体栽培により、品
質向上をが図られて
います。

赤土じゃがいも
能登島の赤土で栽培さ
れることで、品質、味
ともに良く好評を得て
います。
平成16年から栽培者
全員がエコ農業者に認

定されたことで、全て
農薬・化学肥料の使用
が少ないエコ農産物と
して出荷されていま
す。

大かぶ
「かぶら寿し」の材
料として知られ、南
大呑地区で使われる
白かぶらと、金沢方
面で使われる青かぶ
らがあります。
根は、淡色野菜で、
ビタミンCが多く、
デンプン消化酵素の
アミラーゼ（整腸効
果がある）を含みま
す。葉は、緑黄色野
菜で、カロチン、ビ
タミンC、鉄、カル
シウム、カリウムな
どを含んでいます。

崎山いちご
崎山半島の春の香りと
して、４月から出荷が
始まる崎山いちごは、
地元のブランドとして
広く知られています。
有機肥料を主体に栽培

され、朝どりの新鮮な
ものだけが出荷されて
います。
また、いちごの摘み取
り体験も行なわれてい
ます。

能登白ねぎ
「根深ねぎ」で、ビタ
ミンＣを豊富に含み、
特有の辛味のもとであ
るアリシンには血行を
よくする作用と、ビタ
ミンＢ１の吸収を高め

る効果があります。
能登の土で育てられた
ことにより、柔らかく
甘味に富み美味しいと
好評を受けています。



伝統的
農産物

ころ柿
「ころ柿」に使用され
る柿は最勝と呼ばれる
能登の自生品種で、芯
が小さく肉質が柔らか
いことから、最もころ
柿に適している品種と

されています。中能登
町後山地区などで作ら
れる「ころ柿」は、硫
黄くん蒸法が導入さ
れ、甘味が強く、色・
艶ともに良好です。

中島菜
古くから栽培されて
きた伝統野菜で、
12月頃から3月頃
まで収穫されます。
血圧抑制作用がある
成分が多く含まれる
ことで、マスメディ
アにも取上げられ注
目されています。
また、ビタミンＣと
カルシウムも豊富に
含むことで、血管を
健全に保つ作用に相
乗的な機能をもって
います。

金
きん

糸
し

瓜
う り

ソウメンカボチャと
も呼ばれるカボチャ
の一種で、湯がくと
麺のように均一な細
さの繊維状にほぐれ
る不思議な野菜で
す。
夏に収穫され、茹で
た後、冷やしてそう
めんのようにして食
べたり、三杯酢とあ
わせたりして食べら
れます。シャキシャ
キした歯ごたえで、
暑い時期に涼しさを
呼ぶ食材です。

沢野ごぼう
沢野町の神主が古来、
京都から持ち帰った種
をもとに栽培が始まっ
たとされています。
粘土質で肥沃な土壌で
栽培されることによっ

て、長さ1ｍ、太さ3
㎝の香り豊かで柔らか
なものに育ち、江戸期
には加賀百万石の名産
品として将軍家にも献
上されていました。

多根
た ね

八
や

つ頭
がしら

多根町で栽培される
「多根八頭」は、サト
イモの一種で、草丈は
２ｍ程に育ちます。
葉柄
ようへい

は柔らかく、皮を
むき酢の物や漬物にし

て食べられ、また、一
般的なサトイモと違
い、カンパと呼ばれる
親芋も子・孫芋と同様
に柔らかく、煮物など
で美味しく食されます。

「
能
登
野
菜
」
は
、
風
土
に
合

っ
た
作
物
で
、
最
近
流
行
の
「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
」
に
も
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
食
べ
る
こ
と

で
、「
地
産
地
消
」
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
は
、
能
登
全
域

に
「
能
登
野
菜
」
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

かもうり
冬瓜
とうがん

の一種で、さわ
やかな味わいが特徴
の夏野菜です。水分
が豊富で、利尿効果
があることから体熱
を下げる働きがあり
ます。最近は、ダイ
エット食材として注
目されています。
まるごと冷暗所に置
くことで冬場まで保
存することが可能で
す。



平成18年度予算の概要

総額574億6,112万8千円
（一般会計310億円）

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
成
立
い
た

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
３
１
０
億
円
で
、
特
別
会
計
・
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
５
７
４
億
６，

１
１
２
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

重
点
施
策
の
概
要

Ⅰ

次
代
を
担
う
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
代
の
担
い
手
と
し
て
の
人
づ
く
り
、
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
す
そ
野
を
支
え
る
ひ
と
づ
く
り
、
歴
史
と
経
験
を
生
か
し
た
固

有
文
化
の
振
興
と
国
境
を
越
え
た
市
民
交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ

ま
ち
全
体
が
活
き
活
き
と
し
た
仕
事
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が
安
定
・
向
上
す
る
た
め
に
、
産
業
基
盤
の
確
立
と
就
労
機
会

の
確
保
、
観
光
産
業
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
推
進
、
中
小
企
業
経
営
に
対
す
る
支
援
と

地
場
産
業
の
育
成
、
中
心
市
街
地
・
商
店
街
の
魅
力
向
上
、
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

Ⅲ

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
安
心
で
き
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
生
活
の

利
便
性
を
支
え
る
都
市
機
能
の
強
化
、
希
望
と
安
心
に
満
ち
た
福
祉
都
市
の
形
成
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

Ⅳ

後
世
に
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
れ
る
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
全
・
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅴ

自
ら
考
え
自
ら
行
う
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
新
市
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
市
民
協
働
型

市
政
の
推
進
を
目
指
す
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
合

理
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

歳 入 歳 入 

歳入総額 
310億円 
（△11.4％） 

市税 
８５億７，０００万円 
(△３．２％)

地方交付税 
１００億円 
(＋２．０%)

国庫支出金 
２１億９，２０１万７千円(△３９．５％)

県支出金 
１６億３９万２千円 
(△２０.０％)

繰入金 
９億８２１万１千円 
(△１３．１％)

諸収入 
７億１，８６８万７千円 
(△６０.３％)

市債 
３６億４，６３０万円 
(△２４．０％)

その他 
３３億６，４３９万３千円 
(＋９．５%)

基
本
テ
ー
マ
は

「
行
革
元
年

―

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
―

」

％)

円 



一 般 会 計 （ ）対前年伸率

特 別 会 計 （ ）対前年伸率

公営企業以外の特別会計

公共用地先行取得事業特別会計‥‥4,632万8千円 （△ 4.6％）

ケーブルテレビ事業特別会計‥‥‥8,063万4千円 （△13.7％）

墓地公園事業特別会計 ‥‥‥‥‥‥‥27万4千円 （＋1.5%）

国民健康保険特別会計 ‥‥‥58億8,693万8千円 （＋6.6%）

老人保健特別会計 ‥‥‥‥‥77億6,126万3千円 （＋0.9％）

介護保険特別会計 ‥‥‥‥‥49億4,132万9千円 （△0.8％）

簡易水道事業特別会計‥‥‥‥ 2億4,828万1千円 （＋15.1%）

下水道事業特別会計 ‥‥‥‥41億2,603万4千円 （△16.0％）

観光施設事業特別会計 ‥‥‥‥‥1億190万4千円 （＋38.0%）

公設地方卸売市場事業特別会計 1億3,553万9千円 （△41.7％）

分譲宅地造成事業特別会計‥‥‥‥2,259万6千円 （△5.1％）

工業宅地造成事業特別会計‥‥‥‥‥606万5千円 （±0.0％）

西岸財産区特別会計 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12万円 （±0.0％）

水道事業会計（公営企業会計）‥31億382万3千円 （＋3.1%）

当
市
の
財
政
状
況
は
、
昨
年
度
か
ら
ご
案
内
し
て

い
る
よ
う
に
、
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
減
少
や
、
三

位
一
体
の
改
革
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
歳
入
が
歳

出
を
支
え
き
れ
な
い
と
い
う
危
機
的
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
か
ら
、
当
初
予
算
編
成

は
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
に
よ
る
歳
出
全
体

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て

も
、
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
、
自

主
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
痛
み
や
負
担
を
お
願
い
す

る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
能
登
半
島
の
中
核
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
健
全
・
堅
実
な
自
治
体
経
営
を
実
現
し
、

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
た
め
、
平
成
18
年
度
は
、
教
育
環
境
の
充
実

や
地
場
産
業
の
活
性
化
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
子
育

て
支
援
体
制
の
充
実
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
重
点

を
置
い
た
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
日
市
議
会

の
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
行
財
政
改
革
を
実
行
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
み

な
さ
ま
と
と
も
に
未
来
を
創
造
し
な
が
ら
、
当
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
人
が
輝
く
交
流
体
感
都
市
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成18年度
予算編成にあたって

七尾市長 武元　文平
歳 出 歳 出 

歳出総額 
310億円 
（△11.4％） 

議会費 
２億８，２５９万９千円(△２３.４％)

予備費 
２，０００万円 
(±０．０%)

労働費 
２，７９１万８千円 
(△１５．６％） 

総務費 
４７億７２７万７千円 
(＋２．９%)

民生費 
６２億７，９９４万５千円 
(△２．３％)

衛生費 
３８億９，４９５万円 
(＋１．８%)

農林水産業費 
２０億１，１７７万８千円(△２５．３％)

商工費 
６億４，４７４万８千円(＋１２.０%)

土木費 
４０億６，６１１万８千円 
(△４０．９％)

消防費 
１１億８，５４７万２千円 
(△１２．８％)

教育費 
２５億４１９万１千円 
(△１１．０％)

災害復旧費 
２,６８８万３千円 
(皆増)

　　　公債費 
５３億４，８１２万１千円 
(△１．３％)



「
七
尾
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
今
年
２
月
に
「
七
尾
市
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
「
七
尾
市
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」
に
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

七
尾
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
の
５
年
間
で
、
１
１
７
億
円
の
財
源
が

足
り
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
三
位
一
体
の
改
革
・
税
収
の

減
少
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
重
な
っ
た

こ
と
が
原
因
で
す
。

こ
の
ま
ま
な
に
も
せ
ず
に
、
赤
字
額
の

合
計
が
約
36
億
円
を
超
え
る
と
財
政
再
建

団
体
に
な
り
ま
す
。

左
の
表
で
い
え
ば
、
Ｈ
17
と
Ｈ
18
の
赤

字
額
（
収
支
不
足
額
）
が
合
わ
せ
て
43
億

円
と
な
る
の
で
、
19
年
度
か
ら
再
建
団
体

に
な
り
ま
す
。

財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
七
尾
市
が
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国

や
県
の
指
導
の
も
と
、
市
独
自
に
お
こ
な

っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
に
減
ら
し
た

り
、
市
民
の
負
担
を
一
気
に
増
や
す
こ
と

に
よ
っ
て
再
建
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、

①
保
育
料
は
国
の
基
準
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。（
約
10
〜
60
％
値
上
げ
）

②
下
水
道
な
ど
の
使
用
料
や
手
数
料
も

大
幅
に
高
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

③
市
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
廃
止
か
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

④
補
助
金
や
助
成
金
も
、
大
幅
に
削
減

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
の
整
備
も

必
要
最
小
限
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

⑥
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
予
算
自
体
も
、

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
意
見
は
反
映
さ

れ
ず
強
制
的
に
実
行
さ
れ
ま
す
。

財
政
再
建
団
体
に
な
ら
な
い
た
め
、
自

分
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に

も
、
七
尾
市
で
は
、
「
七
尾
市
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

着
実
に
実
行
し
、
自
主
的
な
財
政
の
建
て

直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

歳入合計（自然体）（A)

歳出合計（自然体）（B)

収支不足額（Ｂ-A) (C)

新規事業必要額（Ｄ）

基金による補てん（E)

財 源 確 保 目 標 額
（ Ｃ + Ｄ - E ) ( F )

H17

342

358

16

（計画期間全体で８億円程度）

（16年度末の充当可能基金残高22億円程度）

H18

294

321

27

H19

277

305

28

H20

276

306

30

H21

275

305

30

計画期間
計

1,464

1,595

131

8

22

117

年　度

（単位：億円）

「
人
が
輝
く
交
流
体
感
都
市
」
・
「
市
民
協
働
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

七
尾
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン



平
成
17
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
配
布
の

廃
止
や
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
交
流

事
業
や
交
流
団
体
な
ど
へ
の
助
成

の
休
止
。

平
成
18
年
度
か
ら

取
り
組
む
予
定
の
も
の

・
各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
。

・
現
在
、
料
金
格
差
が
あ
る
下
水
道

使
用
料
の
統
一
。

・
類
似
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
合
同
開
催

や
統
廃
合
。

・
市
税
全
期
前
納
報
奨
金
の
廃
止
。

・
ご
み
袋
の
値
上
げ
。

平
成
19
年
度
以
降
取
り
組
む
も
の

・
下
水
道
使
用
料
統
一
後
、
料
金
の

引
き
上
げ
。

・
軽
自
動
車
税
率
の
引
き
上
げ
。

※
固
定
資
産
税
率
の
見
直
し
は
、
将
来

の
財
政
状
況
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

早
急
な
見
直
し
は
し
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の

平
成
17
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の

・
職
員
数
の
減
員
の
た
め
早
期
退
職

を
進
め
ま
す
。

・
市
長
な
ど
の
特
別
職
の
給
与
、
管

理
職
手
当
、
一
般
職
員
の
給
与
を

削
減
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら

取
り
組
む
予
定
の
も
の

・
保
育
園
な
ど
の
統
廃
合
を
お
こ
な

い
ま
す
。

・
公
共
施
設
の
清
掃
・
草
刈
な
ど
は

職
員
が
お
こ
な
い
ま
す
。

・
エ
コ
温
度
設
定
な
ど
に
よ
る
電
気

料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
検
討
の
う
え

取
り
組
む
も
の

・
外
郭
団
体(

第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど)

の
業
務
見
直
し
に
よ
る
経
営
の
健

全
化
を
行
い
、
助
成
費
・
委
託
費

を
減
ら
し
ま
す
。

・
小
学
校
・
支
所
・
図
書
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
・
体
育
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

の
統
廃
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
役
所
の
合
理
化
に
よ
る
も
の

内
部
努
力
な
ど
に
よ
る
も
の

平
成
17
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の

・
使
っ
て
い
な
い
土
地
を
売
払
い
ま

す
。

平
成
18
年
度
か
ら

取
り
組
む
予
定
の
も
の

・
市
税
の
滞
納
を
減
ら
し
た
り
、
下

水
道
を
接
続
す
る
家
庭
を
増
や
し

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
に
入

っ
て
く
る
お
金
を
増
や
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
検
討
の
う
え

取
り
組
む
も
の

・
施
設
の
使
用
料
や
減
免
規
定
を
見

直
し
、
施
設
に
応
じ
た
適
正
な
も

の
に
し
ま
す
。

主
な
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

プ
ラ
ン
は
、
財
政
再
建
団
体
に
な
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
七
尾
市
を
建
て
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
行
財
政
改
革
大
綱
・
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
、
七
尾
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city

.n
a
n
a
o
.lg
.jp
/o
th
e
r/p
d
f_
o
th
e
r/p
la
n
_
la
st.p
d
f

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
　
財
政
課
　
行
政
改
革
推
進
室
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）



「
改
革
で
伸
び
る
七
尾
に
！
」

春
、
新
し
い
芽
が
伸
び
る
。
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

七
尾
市
の
今
年
度
の
予
算
は
「
行
革
元
年
―
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
―
」

と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、
①
子
育
て
や
教
育
予
算
は
削
ら
ず
、
②
子
や
孫

に
大
き
な
負
担
を
引
き
継
が
な
い
よ
う
に
借
金
を
減
ら
す
、
③
役
所
が
使
う
経
費
を

削
減
し
、
④
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
行
政
改
革
を
進
め
て
、
⑤
将
来
の

た
め
の
社
会
資
本
整
備
は
確
実
に
進
め
て
行
こ
う
…
と
す
る
も
の
で
す
。

行
財
政
改
革
が
、
今
年
度
の
最
大
の
課
題
で
、「
改
革
な
く
し
て
進
歩
な
し
」
で

す
。

先
日
、「
少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
下
で
、

七
尾
の
将
来
を
ど
の
方
向
に
向
け
て
進
め
て

い
く
の
か
。
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
…
」
と
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
主
催
）
が
、

ま
た
、
「
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
芝
居
小
屋
を

ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
！
」
と
、
で
か
小

屋
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
で
か
小
屋
お
せ
っ

会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
ま
ち
お
こ
し
」
は
行
政
に
ま
か
せ
て
お

け
な
い
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
市
民
自
ら
が
考
え
、
実
践
し
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
。

そ
ん
な
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

市
民
の
意
欲
が
高
ま
り
、
意
識
が
変
わ
る
大
き
な
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

市
民
の
中
に
、「
批
判
し
、
要
求
を
し
、
お
ま
か
せ
の
市
民
」
よ
り
、「
提
言
し
、

参
画
し
、
自
己
責
任
を
と
る
市
民
」
が
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

行
政
も
、
更
に
市
民
と
連
携
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
を
す
る
態
勢
を
整

え
な
け
れ
ば
…
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

行
政
の
改
革
と
市
民
意
識
の
改
革
が
進
め
ば
、
七
尾
の
新
し
い
芽
が
大
き
く
伸
び

る
。
今
年
度
は
、
こ
の
こ
と
を
信
じ
て
、
確
か
な
歩
み
を
し
る
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

春
の
土
　
う
ら
が
え
し
て
は
　
土
の
春
　
坊ぼ
う

城
じ
ょ
う

俊
樹

市長へのメール「前略市長さん」（http://www.city.nanao.lg.jp/shicho/index.html）では、市民のみなさんからのご提言、ご質問などをお待ちしています。

○●○●○●○●○●○●○●○●○

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

○●○●○●○●○●○●○●○●○

七尾市長　
武元文平

開
催
日
程

４
月
25
日
（
火
）
15：

00
〜
17：

00

会
場

中
島
支
所
　
２
階
　
応
接
室

５
月
８
日
（
月
）
15：

00
〜
17：

00

会
場

本
庁
　
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た

で
も
談
話
で
き
ま
す
。
気
軽
に
、
市
政
に

対
す
る
提
言
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

53
―
１
１
１
２

※
お
申
し
込
み
は
１
週
間
前
ま
で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
公
務
に
よ
り
、
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

田
鶴
浜
支
所
に
あ
っ
た
料
金
業
務
課
が

本
庁
に
移
り
、
ま
た
、
各
料
金
業
務
分
室

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

→

窓
口
業
務
は
各
支
所
総
務
課
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

※
各
支
所
で
、
上
下
水
道
料
金
の
納
入

な
ど
を
さ
れ
る
方
は
、
各
支
所
総
務

課
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
長
公
室→

廃
止

秘
書
広
報
課
・
人
事
課→

企
画
政
策
部

市
民
課
　
市
民
生
活
部→

健
康
福
祉
部

土
木
課
と
用
地
課
を
統
合→

土
木
課

公
共
事
業
用
地
室
を
設
置

田
鶴
浜
支
所
産
業
建
設
課→

廃
止

支
所
総
務
課
に
産
業
建
設
係
を
設
置

行
政
改
革
推
進
室

企
画
経
営
課→

財
政
課

統
計
係

総
務
課→

企
画
経
営
課

産
業
政
策
課
　
市
街
地
活
性
化
係
を
新
設

水
道
総
務
係
、
下
水
道
総
務
係

水
道
課
、
下
水
道
課→

料
金
業
務
課

各
支
所
地
域
振
興
係→

総
務
係
へ
統
合

南
大
呑
保
育
園→

北
大
呑
保
育
園
へ
統
合

東
湊
保
育
園→

民
営
化

４
月
か
ら

市
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た



☆小児夜間診療（救急患者）のお知らせ 

　毎週土曜日　午後６時から10時まで受付 

　公立能登総合病院小児科Ｄブロック（2階） 

　�５２－８７０５　協力　七尾医師会等 

３月10日現在の予定です。それ以降、諸事
情により当番医、当番薬局が変更する場合
があります。
事前にご確認のうえ、受診してください。

4月9日

(日)

4月16日

(日)

4月23日

(日)

4月29日

(土)

4月30日

(日)

5月3日

(水)

5月4日

(木)

5月5日

(金)

休日歯科当番医
９：００～１７：００

濱岸歯科医院

湊町

　　　　�５２－５１１５

戸代原歯科医院

塗師町

　　　　�５３－１０７５

今井歯科医院

小丸山台

　　　　�５２－２６８４

木元歯科クリニック

北藤橋町

　　　　�５３－５１５１

石橋歯科医院

馬出町

　　　　�５２－０８７５

梅歯科医院

山王町

　　　　�５３－５５４４

深尾歯科医院

本府中町

　　　　�５３－６３８５

せいとく歯科医院

富岡町

　　　　�５２－２５１０

休日在宅当番医
９：００～１２：００

うおぎし医院
藤野町　　　　　　�５２－１１２３
辻口医院
中島町浜田　　　　�６６－０１１８
荒井皮膚科医院
神明町　　　　　　�５３－０１３４
村田医院
中島町上町　　　　�６６－００１７
円山病院
府中町　　　　　　�５２－３４００
山　医院
石崎町　　　　　　�６２－２２０９
岡部内科クリニック
本府中町　　　　　�５２－３００７
さはらファミリークリニック
石崎町　　　　　　�６２－３７６５
桑原母と子クリニック
国分町　　　　　　�５２－４１０３
豊川診療所
中島町豊田町　　　�６６－０２０３
浜野クリニック
小島町　　　　　　�５２－３２６１
豊川診療所
中島町豊田町　　　�６６－０２０３
森クリニック
国分町　　　　　　�５４－８６８８
さはらファミリークリニック
石崎町　　　　　　�６２－３７６５
おくむら内科胃腸科医院
下町　　　　　　　�５７－０７５３
豊川診療所
中島町豊田町　　　�６６－０２０３

★小児休日当番医★
９：００～１２：００

公立能登総合病院

藤橋町

　　　　�５２－６６１１

恵寿総合病院

富岡町

　　　　�５２－３２１１

桜井小児科医院

亀山町

　　　　�５３－３３５５

公立能登総合病院

藤橋町

　　　　�５２－６６１１

国立七尾病院

松百町

　　　　�５３－１８９０

せいしゅこどもクリニック

小丸山台

　　　　�５３－０８４８

さはらファミリークリニック

石崎町

　　　　�６２－３７６５

公立能登総合病院

藤橋町

　　　　�５２－６６１１

4月8日
(土)
4月9日
(日)

4月15日
(土)

4月16日
(日)

4月22日
(土)

4月23日
(日)

4月29日
(土)

4月30日
(日)
5月3日
(水)
5月4日
(木)
5月5日
(金)

休日夜間当番薬局
２０：００～翌８：００

つじ薬局
和倉町　　　�６２－３４３３
みそぎ薬局
松本町　　　�５２－８２８０
坂本薬局
塗師町　　　�５３－００４６
はせがわ薬局
中能登町　　�７６－２１６０
モリ薬局
桧物町　　　�５３－３１２３
東部中山薬局
相生町　　　�５３－３１０７
あおぞら薬局
中島町浜田　�６６－８８８８
あおぞら七尾薬局
作事町　　　�５４－８９３１
おおなり薬局
大和町　　　�５４－８００７
コトブキ薬局
桜町　　　　�５２－８１１３
七尾らいふ薬局
藤橋町　　　�５２－３５８７

［今月の市民相談］
本庁　男女参画まちづくり課　 53－1112

相談の種類

行政困りごと相談

市民くらしの相談

法律相談（要予約）

登記相談（要予約）

消費生活相談

行政・市民くらし
の相談

女性なんでも相談

本庁　子育て支援課　 53－8419

結婚相談

児童・ひとり親・
婦人相談

主な内容

国・県・市などの行政機関
に対する意見や要望など
日常生活の困りごと、
人権相談
借家・借地・金銭貸借・相
続・離婚などの法律問題
相続・登記・財産管
理などの困りごと
悪質商法などの消費
トラブル

行政相談、日常生活
の困りごと、人権相
談

女性の悩み・DVなど
電話相談有り　 52－7830

結婚に関する相談

養育・家庭生活・
DVなど

場　所

本庁
市民相談室

さつき苑、
中島支所、
おにゆりの
里

パトリア5階
フォーラム七尾

本庁
市民相談室

本庁子育て
支援課、各
支所民生課

相談日

毎月第1～第４月曜日

毎月第1～第４水曜日

4月7日・21日（金）

4月28日（金）

毎週月～金曜日

4月20日（木）

毎月第１～第4
火・金・土曜日

４月11日・25日（火）

毎週月～金曜日

時　間

10:00～12:00、
13:00～15:00
10:00～12:00、
13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～15:00

9:00～17:00

13:00～15:00

13:00～17:00

13:00～15:00

9:00～17:00

「消費料金未納分訴訟最

終通知書」等、身に覚えの

ない料金を請求するハガキ

や電子メールがいまだに送

られてきています。身に覚

えの無いものについては料

金を支払う必要はありませ

ん。最善の対処法としては、

無視をすることです。

ただし、裁判所名等が

印刷されている封筒で

届いた場合については、

注意が必要ですので下記

までご連絡ください。

※男女参画まちづくり課

53－1112平成18年度から、交通事故相談は開催いたしません。相談は、毎週月～金曜日奥能登行政センター

（能登空港内　 0768－26－2352）で電話相談等を行っています。※面談相談は、電話確認が必要



自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

対
象
者

《
一
般
・
技
術
》

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
者

（
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
見
込
み
の
方
）

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者

（
技
術
幹
部
志
願
者
は
理
工
学
修
士
学

位
取
得
者
に
限
る
）

《
歯
科
・
薬
剤
》

・
専
門
の
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
）

・
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

（
薬
剤
は
26
歳
未
満
の
方
。
薬
学
修
士

学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
の
方
）

採
用
予
定
人
員

《
一
般
・
技
術
部
門
》

男
性
２
４
０
名
、
女
性
20
名

《
歯
科
・
薬
剤
部
門
》

20
名

受
付
期
間

４
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
12
日
（
金
）

第
１
次
試
験

《
一
般
・
技
術
部
門
》

５
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

☆
21
日
は
飛
行
要
員
の
み
で
す
。

《
歯
科
・
薬
剤
部
門
》

５
月
20
日
（
土
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
七
尾
出
張
所

53
―
１
６
９
１

介
護
・
福
祉
に
関
す
る
委
員
募
集

①「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
」

委
員
募
集

今
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い

て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
七
尾
市
で
は
、
運
営
委
員
会
を

組
織
し
、
計
画
的
・
効
率
的
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

募
集
人
員

２
名

応
募
資
格

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

②
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
」
委
員
募
集

高
齢
者
に
関
す
る
色
々
な
問
題
を
、
総

合
的
な
視
点
で
解
決
し
て
い
く
機
関
と
し

て
「
七
尾
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
七
尾
市
で
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
運
営
協
議
会
を
組
織
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
名

応
募
資
格

市
内
に
住
所
を
有
し
、
高
齢

者
福
祉
行
政
に
関
心
の
あ
る
方

☆
①
、
②
共
通

募
集
期
間

４
月
10
日(

月)

〜
21
日(

金)
応
募
方
法

高
齢
者
支
援
課
、
各
支
所
民
生
課
窓
口

ま
た
は
電
話
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接
に
て
決
定
。

※
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
　

高
齢
者
支
援
課
　

53
―
８
４
５
１

４
月
か
ら
能
登
島
・
釶
打
診
療
所
の

診
療
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

能
登
島
診
療
所
医
師
が
釶
打
診
療
所
を

兼
務
す
る
こ
と
か
ら
、
診
療
時
間
が
次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
能
登
島
診
療
所

※
半
日

９
時
〜
12
時
、

１
日

９
時
〜
17
時

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

福
祉
・
健
康

福
祉
・
健
康

曜
日

変
更
前

変
更
後

月

１
　
日

半
　
日

火

１
　
日

１
　
日

水

休
　
日

休
　
日

木

１
　
日

１
　
日

金

１
　
日

半
　
日

土

半
　
日

半
　
日

日

休
　
日

休
　
日

平成18年2月28日現在

先月比較

世　帯 21,758世帯 （ 28）

人　口 62,550人 （△55）

男 29,661人 （△15）

女 32,889人 （△40）

転　入　　097人 転　出　　130人

出　生　　034人 死　亡　　057人

その他　　　1人

今月はありません。

次の納税は、

固 定 資 産 税　　１期
軽 自 動 車 税　　全期

☆納期限は５月31日（水）です。

４月20日（木）

県中能登総合事務所 10：00～12：00

能登総合病院 13：30～16：00

４月21日（金）

北陸電力七尾支社 10：00～12：00

能登総合病院 13：30～16：00

愛　の　献　血

納税のお知らせ

市　の　人　口

I N F O R M A T I O N



・
釶
打
診
療
所

特
定
疾
患
な
ど
の
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

対
　
　
象

七
尾
市
に
お
住
ま
い
で
、
石
川
県
か
ら

特
定
疾
患
医
療
券
ま
た
は
、
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
券
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

内
　
　
容

年
１
回
　
五
千
円

申
請
窓
口

健
康
推
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

（
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
内
）

申
請
に
必
要
な
も
の

石
川
県
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
各
医
療

券
お
よ
び
印
鑑
、
振
込
先
金
融
機
関
の
預

金
通
帳

※
お
問
い
合
わ
せ
は

健
康
推
進
課
　
保
健
セ
ン
タ
ー

53
―
３
６
２
３

４
月
か
ら
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接

種
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す

○
乳
幼
児
健
診
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
含
む
）

田
鶴
浜
・
中
島
・
能
登
島
地
区
の
方

は
、
中
島
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や

か
に
変
更

○
ポ
リ
オ
予
防
接
種
（
全
地
区
）

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
保
健
セ
ン
タ

ー
に
変
更

※
お
問
い
合
わ
せ
は

健
康
推
進
課
　

53
―
３
６
２
３

ま
た
は
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
　
時

毎
週
木
曜
日
　
13：

30
〜
16：

00

今
月
の
相
談
日

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

☆
完
全
予
約
制
の
た
め
、
必
ず
前
日
17：

00
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
　
所

パ
ト
リ
ア
５
階

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

30
分
以
内

１
件

五
千
円

☆
法
律
扶
助
の
適
用
が
あ
れ
ば
無
料
に
な

り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

金
沢
弁
護
士
会

０
７
６
―
２
２
１
―
０
２
４
２

公
立
能
登
総
合
病
院

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
廃
止
の
お
知
ら
せ

ご
来
院
者
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
病
院
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
、

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
廃
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
は

ま
り
ん
号
、
ぐ
る
っ
と
７
、
増
便
し
た
七

尾
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

公
立
能
登
総
合
病
院

52
―
６
６
１
１

固
定
資
産
税
台
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す

平
成
18
年
度
固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

期
　
　
間
　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

時
　
　
間

８：

30
〜
17：

15

☆
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
。

縦
覧
場
所
及
び

課
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
　
税
務
課
内
　

53
―
８
４
１
５
・
53
―
８
４
５
４

田
鶴
浜
支
所
総
務
課
内

68
―
３
１
３
１

中
島
支
所
総
務
課
内
　

66
―
１
１
１
１

能
登
島
支
所
総
務
課
内

84
―
１
１
１
１

必
要
な
も
の

本
人
を
確
認
で
き
る
公
的
証
明
書
類
（
運

転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
お
よ
び
印
鑑

☆
代
理
で
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
所
有
者
の

委
任
状
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
】

①
平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
第
１
期
の
納
期
限
は
、
評
価

替
え
に
よ
り
、
５
月
31
日（
水
）で
す
。

②
納
付
書
お
よ
び
課
税
内
訳
書
は
５
月

中
旬
頃
に
お
届
け
し
ま
す
。

③
第
１
期
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
納
税

を
希
望
す
る
方
は
４
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
ご
利
用

の
方
は
、
所
有
者
な
ど
に
変
更
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
付
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

納
税
課
　

53
―
８
４
１
３

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
す

農
業
委
員
会
で
は
、
標
準
小
作
料
を
次

の
と
お
り
改
訂
し
ま
す
。

今
回
の
改
訂
は
七
尾
市
農
業
委
員
会
が

合
併
後
初
め
て
行
う
も
の
で
、
３
年
前
に

比
べ
て
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
小
作
料
標

準
額
は
農
地
区
分
ご
と
に
千
円
下
が
り
ま

し
た
。

な
お
、
本
表
は
標
準
額
で
、
貸
主
と
借

主
間
の
小
作
料
額
設
定
（
改
定
）
に
あ
た

っ
て
は
、
ほ
場
条
件
、
転
作
等
を
考
慮
し

て
、
当
事
者
間
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
市
農
業
委
員
会
　

53
―
８
４
４
０

リ
ボ
ン
通
り
の
一
方
通
行
規
制
は

解
除
し
ま
し
た

リ
ボ
ン
通
り
の
一
方
通
行
規
制
に
つ
い

て
は
、
４
月
１
日
か
ら
解
除
に
な
っ
て
い

ま
す
。対
面
交
互
通
行
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
石
川
県
七
尾
警
察
署
　

53
―
４
１
４
１

情 報 ラ ン ド

変
　
更
　
前
　
　
　
変
　
更
　
後

月
・
金
曜
日
　
　

月
・
金
曜
日

13
時
半
〜
17
時
　

13
時
半
〜
16
時
半

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

く
　
ら
　
し

く
　
ら
　
し

畑
の
部

定
め
な
い

下
　
山
間
地

（
未
整
理
田
）
四
千
円

※
水
稲
収
量
400
㎏

中
　
平
坦
地

六
千
円

※
水
稲
収
量
450
㎏

田
の
部

上
　
平
坦
地

（
区
画
整
理
田
）
九
千
円

※
水
稲
収
量
480
㎏

農
地
の
区
分

小
作
料
の
標
準
額

（
10
ア
ー
ル
当
り
）



国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
申
請
が
始
ま
り
ま
す

学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
年
金
手
帳
・
学
生
証
の
写
し
な
ど

☆

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課
国
民
年
金
係

53
―
１
２
６
５

各
支
所
　
民
生
課

４
月
か
ら
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
な
ど
を
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す

障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
18
年
度

か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
「
障
害
基
礎

年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
」
「
障
害
基
礎
年

金
と
遺
族
厚
生
年
金
」
の
組
み
合
わ
せ
に

つ
い
て
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
で
き
ま
す
。

な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
選
択
申
出
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
照
会
は

七
尾
社
会
保
険
事
務
所
　

53
―
６
５
１
１

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
受
付
日
の

お
知
ら
せ
　
手
続
き
は
お
早
め
に

七
尾
労
働
基
準
監
督
署

４
月
６
日
（
木
）
13：
30
〜
16：

00

４
月
27
日
（
木
）
10：

00
〜
15：

00

４
月
28
日
（
金
）
10：

00
〜
15：
00

能
登
鹿
北
商
工
会

４
月
17
日
（
月
）
10：

00
〜
12：

00

能
登
鹿
北
商
工
会
田
鶴
浜
支
所

４
月
18
日
（
火
）
14：

00
〜
16：

00

能
登
鹿
北
商
工
会
能
登
島
支
所

４
月
18
日
（
火
）
10：

00
〜
12：

00

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
労
働
基
準
監
督
署

52
―
３
２
９
４

石
川
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

卒
業
支
度
金
支
給
の
ご
案
内

対
　
　
象

平
成
18
年
３
月
に
中
学
校
を

卒
業
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
親
、
父
子
家
庭
の
父
親
、
父

母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
者
の
方
（
た

だ
し
、
生
活
保
護
を
受
給
し
、
お
子
様

が
高
等
学
校
等
に
進
学
し
た
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）

支
給
額

児
童
１
人
に
つ
き
　
２
万
円

申
請
方
法

中
学
校
に
あ
る
申
請
書
に
記

入
の
上
、
学
校
長
の
証
明
を
受
け
て
、

「
児
童
扶
養
手
当
証
書
」
ま
た
は
「
ひ

と
り
親
医
療
費
受
給
者
証
」
の
写
し
を

付
け
て
提
出
（
郵
送
可
）

申
請
期
間

５
月
31
日（
当
日
消
印
有
効
）

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
926
―
0021

本
府
中
町
ソ
27
―
９

53
―
２
４
８
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

県
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

運
動
を
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安

全
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
交
通

事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

期
　
　
間

４
月
６
日
（
木
）
〜
15
日
（
土
）

重
点
目
標

１
　
新
入
学
児
童
（
園
児
）
と
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

２
　
う
し
ろ
の
席
も
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
を
し
よ
う

３
　
自
転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
よ
う

I N F O R M A T I O N

長谷川等伯展
～晩年水墨画の名作～

いよいよ今年も「長谷川等伯展」が開催
されます！
今回は、加賀前田家ゆかりで「腕

うで

切
き

りの
猿」と呼ばれる「枯

こ

木
ぼく

猿
えん

猴
こう

図
ず

」（京都市・
龍
りょう

泉庵
せんあん

蔵）など、重要文化財３点を含む名
品15点を紹介します。

会　　期
4月29日（土・祝）～5月28日（日）

【会期中無休】
開館時間
9：00～17：00（入館は16：30まで）

観 覧 料
一般700円(600円)･大高生350円(300円)
※中学生以下無料（ ）は20名以上の団体料金

同時開催
「所蔵品展　～石川ゆかりの作家たち

絵画・工芸を中心に～」

◆特別講演会（聴講無料）◆
日時／5月7日（日） 14：00～

会場／当館アートホール

講師／橋本綾子氏（日本美術史研究家）

演題／「長谷川等伯の変遷
～松林図以後を中心に～」

★「彫刻家・田中太郎展
～院展初入選から

絶作まで～」
4月16日（日）まで

開催中！

石川県七尾美術館友の会　会員募集中！
入会すると…こんなにいいこといっぱい！

観覧料が割引になります。
情報満載「美術館だより」が郵送されます。
特別企画展開会式・内覧会へご招待（無料）。
販売グッズが割引になります。(一部除く)

この他にも友の会会員限定の特典があります。
いいこといっぱいあって、年会費1,000円！

■お問い合わせは
TEL53－1500 FAX53－6262
URL http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

その4

その3

その2

その1

重
要
文
化
財
「
枯
木
猿
猴
図
」

長
谷
川
等
伯
筆
　
京
都
市
・
龍
泉
庵
蔵

「
う
か
れ
て
い
る
春
の
子
」

田
中
太
郎



風
力
発
電
事
業
「
環
境
影
響
評
価

方
法
書
」
の
縦
覧
に
つ
い
て

七
尾
市
三
引
町
、
吉
田
町
、
大
津
町
、

深
見
町
に
お
い
て
、
風
力
発
電
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

ど
の
く
ら
い
環
境
に
影
響
が
あ
る
か
を
調

査
す
る
方
法
を
記
載
し
た
「
環
境
影
響
評

価
方
法
書
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
い
た
し

ま
す
。

対
象
事
業
（
仮
称
）
Ｃ
Ｅ
Ｆ
舘
開
高
原

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業

事
業
者

ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱

縦
覧
場
所

七
尾
市
役
所
本
庁
　
１
階
環
境
課

田
鶴
浜
支
所
　
１
階
談
話
室

縦
覧
期
間

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
２
日
（
火
）

８：

30
〜
17：

15

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
エ
ヌ
エ
ス
環
境
株
式
会
社

〒
105
―
0003

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
24
番
９
号

０
３
―
５
４
０
５
―
１
２
４
１

事
務
担
当
　
企
画
経
営
課
　

53
―
１
１
１
７

市
民
憲
章
を
み
ん
な
で
つ
く
る
会
で
は

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
民
憲
章
を
み
ん
な
で
つ
く
る
会
は
世

代
別
素
案
の
発
表
を
終
え
、
次
の
段
階
へ

と
歩
み
始
め
ま
し
た
。
世
代
別
素
案
を
も

と
に
素
案
を
１
つ
に
す
る
た
め
、
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
世
代
別
素
案
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
自
由
な
思
い
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
・
お
問
い
合
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
市
民
協
働
係

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾
内
）

52
―
５
２
２
２
、

52
―
５
２
３
９

E
-M
ail

d
an
jo
-k
@
city
.n
an
ao
.lg
.jp

情 報 ラ ン ド

5月26日（金）
開演／19：00～（開場／18：30～）

入場料：Ａ席　6,000円
Ｂ席　5,000円

演出/西川信廣　作/齋藤雅文　

美術/朝倉　摂

出演/安達和平ほか

「笑いを誘うところ、シリアスなところ、
非常にうまく表現」「志功を支える優しさ
と強さを素晴らしい感性で表現され、私は
胸を打たれ、涙がこみあげました。是非こ
のお芝居、わざわざ秋田まで行って観ても
無駄はありません。ご覧下さい。」と片岡
鶴太郎氏も絶賛の舞台!!

多彩な版画に表される奇才の版画家・棟
方志功の躍動感溢れる舞台がいま幕を開け
ます!!

観劇バス好評運行中!!
※公演当日は、観劇バス（七尾・和倉温泉・金沢

駅）が運行します。

■公演のチケット、お問い合わせは
（財）演劇の町振興事業団
TEL66－2323 FAX66－2326

わらび座ミュージカル

全期前納報奨金制度の廃止にご理解ください。

市県民税（普通徴収分）、固定資産税・都市計画税について、

各納期分の年税額を一度に前納された方に対する報奨金制度を

平成18年度から廃止します。

昭和25年頃から納税意識を高めることを目的として全国的に

始められた制度ですが、

１　納税者の納税意識が定着していること

２　全国、県内で報奨金制度を廃止してきていること

３　市の財政状況が大変厳しいこと

などが主な理由です。

合併して一年余りで廃止することになりますが、納税者、市

民のみなさまには何卒ご理解くださるようお願いします。

※お問い合わせは　本庁　納税課　 ５３－８４１３



I N F O R M A T I O N

ハリーポッターと
炎のゴブレット

4月8日（土） 9日（日）
①14:00～　 ①10:00～
②19:00～　 ②14:00～

入場料（４月から入場料金が変わりました）
大　　　人　　1,000円
高校生以下　　　500円
シニア　　　　　800円
（60歳以上）

身障者割引　上記金額から200円を引いた額
団体割引　　　　　　　　〃
親子ペア　　　一組　1,300円
（※但し、大人と高校生以下の親子に限る）

３歳未満児　　無　　料

ハリーが通うホグワーツ魔法魔術学校では
三大魔法学校対抗試合 が行なわれるこ

とに。本来なら17歳以上の生徒しか出場
できないのだが、何者かの策略によって、
ハリーも選手として、危険な戦いに挑むこ
とに…

[監]マイク・ニューウェル　 [原]J・K・ローリング　

[出]ダニエル・ラドクリフ　 エマ・ワトソン　 ルパート・グリント　

[声]小野賢章　須藤裕実　常盤祐貴　

[制作データ] 2005米／ワーナー
[上映時間] 157分

■お問い合わせは　 68－2277

S T O R Y

日本語吹替版

自主上映映画情報
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
17
」

前
売
り
券
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

お
友
達
・
職
場
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・

町
内
な
ど
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
ご
注
文

く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

観
光
課
、
各
支
所
総
務
課

料
　
　
金

１
枚
　
千
円

券
の
引
き
渡
し

４
月
下
旬

☆
本
券
は
全
国
の
映
画
館
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
が
、
巡
回
上
映
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

巡
回
上
映
予
定
施
設

○
サ
ン
ビ
ー
ム
日
和
ヶ
丘

○
能
登
演
劇
堂

○
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

※
お
問
い
合
わ
せ
は

観
光
課
　

53
―
８
４
２
４

第
34
回
　
石
川
県
子
ど
も
大
会
七
尾
大
会
開
催

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
県
内
の
子
ど
も

た
ち
が
一
堂
に
集
い
、交
流
を
深
め
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
集
ま

れ
！
他
市
町
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
も
う
。

大
会
テ
ー
マ

「
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
　
七
尾
で
揚
げ
よ
う

友
情
の
帆
を
」

（
小
丸
山
小
６
年
　
竹
本
理
依
子
さ
ん
）

開
催
日
　

５
月
14
日(

日)

式
　
　
典

10：

30
〜
12：

00

開
会
式
・
表
彰
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

交
歓
会

13：

00
〜
15：

00

も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
・
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
模
擬
店
・
活
動
展
示
・
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
　

66
―
２
３
４
３

田
鶴
浜
高
校
開
放
講
座
受
講
生
募
集

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
講
座
開
催

場
　
　
所

田
鶴
浜
高
校

時
　
　
間

13：

30
〜
16：

30

募
集
人
数

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料

六
百
円

講
座
内
容

①
５
月
13
日
　
開
講
式
、「
食
と
健
康
」

②
５
月
27
日
　「
と
っ
さ
の
時
の
救
急
法
」

③
６
月
10
日

「
山
の
寺
寺
院
群
散
策
」

④
６
月
24
日

「
リ
ハ
ビ
リ
」

⑤
７
月
８
日
　

「
わ
か
り
や
す
い
手
話
」、
閉
講
式

申
込
期
間

４
月
12
日
〜
５
月
２
日

☆
②
、
④
、
⑤
は
実
習
を
含
み
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

田
鶴
浜
高
校
事
務
部

68
―
３
１
１
６

で
か
山
に
ぎ
わ
い
ウ
ォ
ー
ク

七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
集
ま
ろ
う

で
か
山
で
に
ぎ
わ
う
街
の
中
を
、
楽
し

く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時

５
月
３
日
（
祝
）

受
　
　
付

９：

00

開
　
　
会

９：

15

出
　
　
発

９：

30

集
合
・
ゴ
ー
ル

七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク

コ
ー
ス

で
か
山
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス
　
５
・
５
㎞

で
か
山
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス
　
２
・
２
㎞

☆
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
、
で
か
山
ま
ん
じ

ゅ
う
と
お
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

袖
ヶ
江
公
民
館

52
―
１
３
６
９

ひ
　
ろ
　
ば

ひ
　
ろ
　
ば



情 報 ラ ン ド

営業時間　9：00～17：00

■中南米原産のラン展　
5月7日(日)まで開催中！
蘭の宝庫である中南米、標高2,000ｍに
生息する蘭や原種の蘭、約80種1, 000株
を展示しています。

■開園7周年記念イベント　
4月29日(土)みどりの日
・七尾市民蘭遊館入場無料
・平野美希子他３名による
フラメンコショー　11：00～
・カラオケ大会　　　14：00～
参加料：1,000円（参加賞あり）
定　員：15名（お申込み先着順）
※優勝、準優勝、歌唱賞、特別賞あり

・蘭の植え替え教室　13：00～
参加料：500円（蘭の苗付）
定　員：15名（お申込み先着順）
※らんの即売、オリジナル商品の販売

等、色々な催しを予定しています。

■5月5日（金）子どもの日　
中学生以下蘭遊館入場無料

●のと蘭遊会会員募集中（年会費：1万円）
入会時に豪華な蘭を進呈、または年3回
に分けて蘭をお届け！　蘭の育て方教室
（年4回）や、イベントへの参加など、
いろいろな特典があります。

▼ミュージアムであなたの作品（手芸、書、
陶芸、生け花など）を展示しませんか？
使用料無料！お問い合わせください。

蘭遊館（蘭の展示温室）入場料
大人(高校生以上)……500円
小人(小学生以上)……300円
幼　　児………………無　料
☆10人以上の団体は各100円引き

七尾フラワーパークのと蘭ノ国
TEL54－0300(代) FAX54－0301
http://www.notorannokuni.com/

ショーンバキア マスデバリア

平
成
19
年
　
歌
会
始
お
題
お
よ
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
に
つ
い
て

お
　
　
題
　
　
「
月
」

①
詠
進
歌
は，

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
、
半
紙(

習
字
用)

を
横
長
に
用

い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏

名
、
生
年
月
日
及
び
職
業
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間
　
９
月
30
日
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

あ
て
先

〒
100
―
8111

宮
内
庁
と
し
、
封

筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
い
要
領
な
ど
に
つ
い
て
は
、
宮
内

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
文
化
振
興

課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

文
化
振
興
課
　

66
―
２
３
２
５

加
賀
・
能
登
縦
断
ウ
ォ
ー
ク

石
川
県
を
歩
く
大
会
参
加
者
募
集

自
然
と
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
た
郷
土
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
せ

ん
か
。

開
催
日

４
月
16
日
（
日
）
〜
７
月
23
日
（
日
）

雨
天
決
行

コ
ー
ス

加
賀
平
野
コ
ー
ス
（
16
区
間
）
63
・
３
㎞

能
登
内
浦
コ
ー
ス
（
35
区
間
）
145
・
８
㎞

能
登
外
浦
コ
ー
ス
（
39
区
間
）
170
・
６
㎞

内
浦
・
外
浦
合
流
コ
ー
ス

（
10
区
間
）
39
・
６
㎞

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
１
区
間
は
４
㎞
前
後
で
す
。
１
人

で
何
区
間
で
も
歩
け
ま
す
。

参
加
費

三
百
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
市
歩
こ
う
会
　
南
ま
で

52
―
２
８
８
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3階　子育て拠点施設の名称が決定
駅前再開発ビルミナ.クル3階の子育て拠点施設の名称が決定

しました。名称選考委員会による審査の結果、「親と子が共に

育つ場であると同時に、子どもが親しみやすい愛称であること。

愛があり、人との出会いがあり、相談相手になる」という意味

を込め、

親子ふれあいランド

あい・あい・あい（愛・会・相）

に決定しました。応募総数は、18点でした。

ご応募いただきありがとうございました。

受賞者名

◇杉森　優子　様（千野町）

親子ふれあいランド

◇石倉　伸也　様（石崎町）

あい・あい・あい

※お問い合わせは　子育て支援課　 53－８４１９



生
涯
学
習
指
導
者
養
成
講
座
受
講
者
募
集

〜
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
〜

生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

あ
な
た
の
経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
。

講
座
修
了
後
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
活
躍
の
場
が
多
数

あ
り
ま
す
。

○
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
講
座
の
指
導

○
地
域
住
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

○
小
中
学
校
が
行
う
体
験
学
習
な
ど
の
指
導

な
ど

年
齢
、
職
業
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
「
学
習
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
あ
れ
ば
い
つ
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

学
習
期
間

６
ヶ
月
間

入
学
金

五
千
円

受
講
料

四
万
三
千
五
百
円（
分
納
可
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

川
部
ま
で
　

52
―
１
８
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４

能
路
市
場
開
催

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
露
天

の
プ
ロ
の
方
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
）

野
菜
・
鮮
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
・
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
食
べ
物
・
手

作
り
小
物
類
な
ど
の
出
店
大
歓
迎
で
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
　
　
時

４
月
23
日
（
日
）

８：

00
〜
13：
00

場
　
　
所

御
祓
川
仙
対
橋
東
詰
・

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
歩
道
上

出

店

料

年
間
会
員
は
１
区
画
（
２

ｍ
×
２
ｍ
）
１
回
あ
た
り
の
出
店
料
が

五
百
円
に
！

☆
初
回
出
店
料
は
無
料
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

元
気
な
な
お
仕
事
塾

＆

52
―
１
２
３
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I N F O R M A T I O N

テーマ展

「光で変わる！ガラスのアート」

“光”をテーマに、現代ガラス作品の魅力
を紹介。見る位置により照明が変化し、作
品の表情が様々に変わります。

※会期中、ガラス美術館の開館15周年を記
念したプレイベントも行います。

会　　期
4月22日（土）～
7月17日（月・祝）

開館時間
9：00～17：00
（入館16：30まで）

入 館 料
高校生以上800円
（団体20名以上700円）
※中学生以下無料

ガラスの世界を楽しもう

わくわくワークショップ

「ビー玉万華鏡で
春の景色を楽しもう」

ビー玉をレンズ代わ
りにしたステンドグ
ラス風の万華鏡を作
り、春の景色をのぞ
いてみよう。

■開催日：4月15日(土)、16日(日)
■受　付：午前の部（10:00～11:30）

午後の部（1:00～3:30）
☆どなたでも参加できます
■参加費：300円～
（※高校生以上の方は入館料が必要です）

ゴールデンウィークは美術館で！

「透明おもちゃで遊ぼう」
美術館で楽しい時間を過ごしませんか？
ガラスパズルや透明なプラスチックの
おもちゃで遊べます。

■開催日：５月３日(水・祝)～７日(日)
■受　付：９:00～16:00
☆どなたでも参加できます
■参加費：無　料
（※高校生以上の方は入館料が必要です）

●お問い合わせは
TEL84－1175 FAX84－1129

「COBWEB’S BOWLS SET／２PIECES」
Kazimierz Pawlak 2000年

「ビー玉万華鏡からのぞいた映像」「ビー玉万華鏡からのぞいた映像」

の
じ
ま
ー
け
っ
と

市民レク教室開催!!
子ども会・地域高齢者生きがいサロン・ボランティア活動な

どちょっとした場面で活用できるさまざまなレクリエーション
種目を体験・学習してみませんか。

講　　師 レク・インストラクター（七尾市レク協会員）
対 象 者 興味のある方ならどなたでも参加できます。
会　　場 七尾武道館研修室
開催時間 各回　14：00～16：00
定　　員 各回　20名（先着順）
参 加 費 各回　５００円（当日会場で徴収します。）
申込方法 七尾市レクリエーション協会　宮西まで

各回の１週間前までにお申し込み下さい。
＆ 53－０１７５

日　　時 内　　　　　　　容

１ ４月22日（土） ちょっとした場面でつかえる

レクリエーションゲームあれこれ

２ ６月24日（土） 身体も楽しく

ニュースポーツあれこれ

３ ８月26日（土） 手先をつかって

簡単クラフトあれこれ

４ 10月28日（土） 心も身体もはずませて

レクダンス・フォークダンス

５ 12月９日（土） クリスマスを意識して

パーティゲームあれこれ

６ ２月24日（土） まとめてあれこれ

レクリエーション（総合演習）



「
２
つ
の
日
本
一
を
応
援
し
な
が
ら
…
」

年
間
活
動
日
数
80
日
〜
90
日
、
毎
週
水

曜
日
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
通
算
回
数
が
１

０
０
０
回
余
り
。
こ
れ
は
、
知
的
障
害
の

方
た
ち
で
構
成
し
て
い
る
「
つ
く
し
サ
ー

ク
ル
」
の
活
動
実
績
で
す
。

こ
の
実
績
は
、
同
じ
よ
う
な
団
体
な
ど

の
活
動
と
し
て
は
、
日
本
一
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
一
の
で
か
山
の

ほ
か
に
も
、
も
う
一
つ
の
日
本
一
が
七
尾

に
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で
し

た
か
。

30
数
年
前
、
知
的
障
害
の
方
た
ち
へ
の

地
域
ケ
ア
を
目
的
に
し
ろ
い
い
ろ
の
会
は

発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
つ
く
し
サ
ー

ク
ル
と
の
キ
ャ
ン
プ
や
大
運
動
会
の
余
暇

活
動
を
軸
に
関
わ
り
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
、
長
い
年

月
を
過
ご
す
中
で
、「
共
に
生
き
る
」
こ
と

へ
の
努
力
を
お
互
い
に
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
つ
く
し
サ
ー
ク
ル
の
諸
活
動

を
応
援
し
、
知
的
障
害
の
方
た
ち
へ
の
就

職
活
動
・
職
場
対
応
・
日
常
生
活
支
援
な

ど
に
親
、
雇
用
主
、
福
祉
関
係
の
方
々
と

連
携
し
な
が
ら
、
「
24
時
間
年
中
無
休
」

で
活
動
を
し
て
い
ま
す

現
在
の
障
害
者
（
児
）
福
祉
の
流
れ
は
、

施
設
か
ら
地
域
の
中
へ
と
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
た
ち
と「
共
に
生
き
る
」

と
は
…
在
所
の
中
で
み
ん
な
と
一
緒
に
年

を
と
っ
て
い
く
こ
と
と
私
た
ち
は
理
解
し

て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
、
新
し
く
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
真
摯

に
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

☆
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
若
い
方
を

求
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ろ
い
い
ろ
の
会
代
表

八
崎
　
和
憲
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「
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
と

は
、
七
尾
市
障
害
者
計
画
で
定
め
た

「
笑
顔
で
支
え
合
う
、
と
も
に
生
き

る
心
」
を
重
視
し
た
通
称
名
で
す
。 vol.1

大運動会の様子

藤　橋　和 彦　さん
ふ じ は し か ず ひ こ

青柏祭の鍛冶町「でか山」に参加して15年、
平成15年から世話人頭として、若衆をまとめ
る。

・ ・

今
年
の
青
柏
祭
の
「
で
か
山
」
本

番
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
を
切
り
、
４
月

２
日
の

む
し
ろ
編
み

か
ら
、
５

月
６
日
の

山
こ
わ
し

ま
で
「
で

か
山
」
漬
け
で
、
休
み
の
な
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。

「
で
か
山
」
で
は
、
先
人
の
培
っ

て
き
た
伝
統
を
守
り
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

こ
の
、
青
柏
祭
の
「
で
か
山
」
は
、

誰
で
も
綱
を
引
く
こ
と
が
で
き
、
祭

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
伝
統
あ
る
青
柏
祭

の
「
で
か
山
」
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。実

際
に
綱
を
引
き
、
山
車
が
動
く

と
ま
る
で
、
自
分
ひ
と
り
の
力
に
よ

っ
て
「
で
か
山
」
を
動
か
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
思

わ
ず
力
が
入
り
、
き
っ
と
さ
ら
に

「
で
か
山
」
が
好
き
に
な
り
ま
す
よ
。



地域活動を支援

～コミュニティ助成事業～ 平成17年度事業実績

○七尾太鼓打連盟太鼓の整備への助成

(財)自治総合センターでは、宝くじ受託事業収入
を財源として、一定の基準に適合するコミュニテ
ィ活動に対して事業費の助成を行い、コミュニテ
ィの健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広
報活動を行っています。

※助成対象団体は、地方公共団
体や地域のコミュニティ組織
（町内会・自治会など）および
その連合体です。
●詳しいお問い合わせは
本庁　企画経営課
53－1117

サンライフ児童センター 53－５４８６
●４月５日・19日（水） 11：30～12：00
リズムと手遊び　伝承遊びを楽しもう！

●４月11日（火） 11：30～12：00
親子フォークダンス

●４月12日（水） 11：00～12：00
育児用品リサイクルショップ　出店者募集中！！

●４月20日（木） 11：30～12：00
絵本を通して子育てをしよう　もこもこのお話会

●４月26日（水） 11：30～12：00
お誕生会
●４月28日（金） 11：00～12：00
リズムにのって遊ぼう　リトル・リトミック

御祓児童館 53－１３９７
●４月８日（土）
10：00～　卓球教室
11：00～ １年生おめでとう会

●４月15日（土）
10：00～　おいしくて簡単！おやつ作り教室
14：00～　手話で話そう。手話教室
●４月19日（水）15：00～
作って遊ぼう。 折り紙教室

●４月20日（木）10：30～
親子リトミック・ふれあいタイム
●４月27日（木）11：00～
絵本は心の栄養です。 絵本とお話し会

北大呑児童館 59－１２５０
●４月７日・21日（金）９：30～
書道教室

●４月８日（土）14：00～
楽しいゲーム

●４月９日（日）14：00～
高齢者とのふれあい交流会　絵本の読み聞かせ

●４月15日（土）10：00～
お花見会、親子クッキング

●４月22日（土）14：00～
卓球クラブ

●４月23日（日）10：00～
ウォーキング
●４月30日（日）14：00～
高齢者とのふれあい交流会　折り紙教室

田鶴浜児童館　　　　 68－３６５０
●４月７日（金）15：00～
みんなでドッヂボール！

●４月10日（月）15：00～
書き方教室

●４月12日（水）15：00～
絵本の時間

●４月17日（月）15：00～
折り紙で遊ぼう

●４月21日（金）15：00～
ピンポンを楽しもう

●４月28日（金）15：00～
魚つりゲーム



市民伝言板
男女参画まちづくり課

53－１１１２

品物をゆずりたい方、ゆ

ずってほしい方は、ご連絡

ください。※無料のものに

限ります。

ピアノ、下駄箱、男の子用

自転車、学習机、子供服

（女の子用100～130㎝、

150㎝、男の子用110～

130㎝）、歩行器、布団乾

燥機、毛布、机、椅子（ス

チール製）

ほか

電子オルガン、オルガン、

タンス、本棚、もちつき機、

超音波美顔器、小学校中学

年用スキー一式、チャイル

ドシート、パソコン、会議

用テーブル、ほか

図　書　館 開館時間 休館日

中央図書館　
（小丸山公園下）

９：３０～１８：００
（土・日９：３０～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

本府中図書館
（七尾サンライフプラザ内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

田鶴浜図書館
（サンビーム日和ヶ丘内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週火曜日
祝　日

中島図書館
（中島文化センター内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝　日

能登島図書館
（能登島生涯学習総合センター）

電話番号

53-0583

53-3662

68-6785

66-8000

84-1115 ９：００～１７：００ 祝　日

「お腹召しませ」
浅田　次郎
中央公論新社

「森奥の呪縛」
馳　浩
北國新聞社

「世間のドクダミ」
群　ようこ
筑摩書房

「円を創った男　小説・大隈重信」
渡辺　房男
文藝春秋

「弥勒の月」
あさのあつこ／光文社

「40（フォーティ）翼ふたたび」
石田衣良／講談社

「青山娼館」
小池真理子／角川書店

「国定忠治」
津本　陽／光文社

図書館特別休館のお知らせ
図書館システムの統一と中央図書館貸し出し部門のミナ.クル（駅前ビル）

への移転に伴い、下記のとおり休館します。システム更新後は市内4館の本が
1枚のカードで借りられるようになります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
本府中・田鶴浜・中島図書館　5月8日（月）～5月31日（水）
中央図書館　5月8日（月）～6月30日（金）

☆5月3日～5日は祝日開館します。
※　能登島図書館は通常どおり開館します。
※　休館中の返却はブックポストをご利用ください。

田鶴浜図書館は月曜も開館しています。どうぞご利用下さい。（火曜休館）

加賀・能登の庶民生活の風習の中
に生まれた独自の「のれん」が七
尾市内一本杉通りで、44軒約100
枚、展示されます。



平
成
17
年
度
、
七
尾
市
で
は
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
と
願
い
、「
七
尾
市
児
童
福
祉
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

５
年
計
画
で
す
が
、
平
成
17
年
度
終
了
時
点
で
の
実
施
状
況

を
報
告
し
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
庁
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所

民
生
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

お
も
な
事
業
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

Ⅰ
　
親
と
子
の
学
び
と
育
ち
を
応
援
す
る

◆
親
と
子
の
育
ち
の
場
整
備
に
つ
い
て

７
月
開
設
予
定
の
駅
前
再
開
発
ビ
ル
ミ
ナ
ク
ル
３
階
に

子
育
て
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

・
施
設
概
要

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
100
㎡
）

親
子
交
流
広
場
　
　
　
（
80
㎡
）

絵
本
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
95
㎡
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館
　
　
（
50
㎡
）

◆
マ
イ
保
育
園
・
幼
稚
園
登
録
制
度
の
実
施

市
内
全
保
育
園
・
幼
稚
園
を
子
育
て
の
拠
点
と
し
、
妊

娠
時
か
ら
家
庭
で
子
育
て
中
の
親
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま

し
た
。

・
保
育
園
登
録
者
　
　
336
人

・
幼
稚
園
登
録
者
　
　
19
人

Ⅱ

自
立
と
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

◆
小
児
土
曜
夜
間
診
療
が
、
昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

・
対
　
　
象
　
小
児
の
救
急
患
者

・
場
　
　
所
　
公
立
能
登
総
合
病
院
小
児
科

・
日
　
　
時
　
毎
週
土
曜
日
　
18：
00
〜
22：

00

◆
子
ど
も
の
安
全
の
確
保
の
た
め
に

交
通
安
全
教
育
や
、
不
審
者
侵
入
避
難
訓
練
、
声
か
け

に
よ
る
被
害
防
止
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ⅲ
　
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
よ
う
応
援
す
る

◆
「
今
後
の
保
育
園
の
あ
り
方
」
の
適
正
化
指
針
を
作
成

保
育
、
学
童
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
中
で
、
保
育
園
の
適

正
化
指
針
を
作
成
し
ま
し
た
。

◆
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
保
育
マ
マ
の
登
録
者
数

平
成
17
年
度
目
標
数
　
　
20
人

達
成
状
況
　
　
　
　
　
　
46
人

・
一
時
保
育
事
業
実
施
園
数

26
園
か
ら
32
園
に
な
り
ま
し
た
。

・
延
長
保
育
事
業

平
成
17
年
度
目
標
実
施
施
設
数
　
　
24
園

達
成
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
27
園

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
数

平
成
16
年
度
　
　
286
人

平
成
17
年
度
　
　
332
人

◆
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
の
実
施

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職
に
必
要
な
訓
練
講
座
を

受
講
し
た
場
合
に
、
資
格
取
得
後
費
用
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
母
子
家
庭
の
自
立
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

・
支
給
額
　
受
講
料
の
４
割
相
当
額
（
上
限
20
万
円
）

◆
七
尾
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

各
機
関
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
代
表
者
会
議

や
実
務
者
会
議
、
個
別
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
検
討
会
は
随
時
開
催
し
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備

児
童
遊
園
地
の
遊
具
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
子
育
て
支
援
課
　

53
―
８
４
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マイ保育園制度を利用しての赤ちゃん健康相談



矢田新町の中央水質管理セ

ンター内に、七尾市みなとふ

れあいスポーツセンターが完

成しました。子どもから高齢

者まで、市民のみなさんが、

スポーツやレクリエーション

を楽しみ、健康増進や体力向

上、交流の場として利用して

いただけるようになっていま

す。

施設概要
アリーナ　800㎡（32m×25m）
バスケットボールメインコート 1面
バレーボール（6人制） 2面
多目的室（トレーニングマシン併設）
屋外デッキ　ほか

開館時間 9：00～21：00
※お問い合わせ・ご利用のお申し込みは
スポーツ振興課　 53－8436

4月14日（金）
みなとふれあいスポーツセンターオープン

施設使用料 （単位：円）

区　　　分 午　前 午　後 夜　間 １　日
超　　 過
１時間ごと

個　人
一般 100 100 200 300 50

高校生以下 50 50 100 150 30

練習（半面占用） 250 250 250 600 100

大会（全面占用） 1,000 1,000 1,000 2,400 200

※上記以外にも別途電気使用料がかかります。

平
成
18
年
度
　
市
営
住
宅
入
居
者
お
よ
び
補
欠
者
募
集

▼
募
集
住
宅

七
尾
市
内
一
円

・
奥
原
住
宅
　
　
　
　
　
・
後
畠
住
宅

・
後
畠
住
宅
シ
ル
バ
ー
　
・
和
倉
住
宅

・
古
府
住
宅
　
　
　
　
　
・
万
行
住
宅
　

・
桜
林
住
宅
　
　
　
　
　
・
小
牧
住
宅
（
空
家
１
戸
）

・
馬
場
住
宅
　
　
　
　
　
・
大
津
住
宅
　
　

・
相
馬
住
宅
　
　
　
　
　
・
舘
山
住
宅

・
代
本
住
宅
　
　
　
　
　
・
要
貝
住
宅

・
中
島
住
宅
（
空
家
１
戸
）

▼
募
集
期
間

４
月
12
日
（
水
）
〜
26
日
（
水
）
８：

30
〜
17：

15

☆
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

▼
募
集
条
件

①
同
居
親
族
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

ま
た
、
単
身
者
は
、
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
入
居
所
帯
の
収
入
合
算
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

③
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

☆
一
世
帯
一
住
宅
の
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

▼
家
賃

約
一
万
円
　
〜
　
六
万
一
千
円

▼
申
込
有
効
期
間

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
　
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係
　

53
―
８
４
２
９

みなとふれあいみなとふれあい
スポーツセンタースポーツセンター

七尾港湾合同庁舎七尾港湾合同庁舎

石川県漁連石川県漁連 みなと小公園みなと小公園

第
一
埠
頭

第
一
埠
頭

第
二
埠
頭

第
二
埠
頭

みなとふれあい
スポーツセンター

七尾港湾合同庁舎

石川県漁連 みなと小公園

第
一
埠
頭

第
二
埠
頭



わが家のアイドルでは、４歳未
満のお子さんを募集しています。
秘書広報課まで、お気軽にお申
し込みください。�53-1110

平成17年 3月生まれ

（父　守　　母　陽子　石崎町）

「上手、上手」と手をパチパチたたいて

は、大きく口をあけて笑います。

元気いっぱい、たくましく育ってね。

（＾＾）

平成16年 6月生まれ

（父　洋　　母　亜紀子　池崎町）

歌って踊って、食べることが大好きで

す。元気でやさしい女の子になってね。

＊この広報誌は、限られた資源を大切にするために、古紙
配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。本誌掲載の写真・記事・イラストの無断転載を禁じます。
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